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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

付
加
保
険
料
で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
と
一
緒
に
月
額
４

０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が

加
算
し
ま
す
。

　
付
加
年
金
の
受
給
額（
年
額
）は
、「
２

０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
」
で

計
算
し
ま
す
。
２
年
以
上
受
給
す
る
と
、

納
付
し
た
付
加
保
険
料
以
上
の
付
加
年

金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
出
を

し
た
月
分
か
ら
と
な
り
、
定
額
保
険
料

（
平
成

２７
年
度
は
月
額
１
万
５
５
９
０

円
）を
納
付
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

い
る
方
や
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

該
当
者
は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
保
険
料
の
申
し
込
み
手
続
き
は
、

役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
願
い
し

ま
す
。
後
日
、
年
金
事
務
所
か
ら
納
付

書
を
お
送
り
し
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
で
年
金
額
を
増
や
す
方

法
も
あ
り
ま
す

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
だ
け

に
加
入
し
て
い
る
自
営
業
者
な
ど
の
方

に
、
よ
り
充
実
し
た
年
金
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　
国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き
る
方
は
、

２０
歳
以
上

６０
歳
未
満
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
て
い
る
第
１
号
被
保
険
者
の

方
で
す
。

　
ま
た
、
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い

る
方
や
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
該

当
者
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
基
金
へ
の
加
入
申
し
込
み

や
質
問
は
、
国
民
年
金
基
金
へ
お
願
い

し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

 
総
合
窓
口
第
２
係

 
 
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

　
　
蕁
３
４
―
１
６
１
６

　
高
知
県
国
民
年
金
基
金

　
　
薔
０
１
２
０
―
６
５
―
４
１
９
２

　
　
蕁
０
８
８
―
８
８
５
―
２
５
２
５

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

　ご無沙汰しております。ぐっちです。
　壁にかけたカレンダーも最後の1枚となり、何か心急ぐ気分です。皆さん、
お変わりありませんか？ 今月はぐっちの私生活のお話をさせてください。
　昨年黒潮町で出逢った彼と、今年7月入籍、10月にささやかな結婚式を挙
げました。披露宴では、担当集落の大方橘川・馬荷・御坊畑の各区長をはじめ、住民の方々にご
参列いただき、日頃からお世話になっている馬荷のご婦人の方がモンペにカッポウ着姿でダン
スを踊って盛り上げてくれたり、現在住まわせてもらっている借家の大家さんとバージンロー
ドを歩かせてもらったりと、アットホームな披露宴になりました。
　ぐっちの故郷、岡山から来てくれた両親、親族、友人たちも大変喜んでくれ、黒潮町の方々
のお接待、おもてなしの心、お酒好きの明るい気質を再確認し、本当にこの町に来て良かった
と心から感じ感謝した1日となりました。

【今月の担当者】
地域おこし協力隊

田口　佳子


